『万葉集』の仮名表記 : 表意性を有する例を中心に by 奥田 俊博
『
万
葉
集
』
仮
名
表
記
は
、
一
般
に
、
用
字
が
有
す
る
と
こ
ろ
の
音
、
ま
た
は
用
字
に
対
応
し
た
和
語
の
訓
み
を
も
っ
ぱ
ら
表
す
表
記
形
式
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
表
記
形
式
は
、
用
字
が
担
う
意
味
を
捨
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、
そ
の
点
で
、
書
き
表
さ
れ
る
語
の
訓
み
の
み
で
な
く
意
味
を
も
表
す
訓
字
表
記
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
こ
れ
を
表
記
す
る
行
為
の
側
か
ら
見
た
場
合
、
使
用
さ
れ
る
仮
名
は
、
お
お
よ
そ
意
味
の
無
化
さ
れ
た
状
態
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
無
化
さ
れ
た
状
態
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
、
用
字
が
担
う
意
味
を
改
め
て
喚
起
さ
せ
る
よ
う
な
表
記
も
な
さ
れ
た
。
『
万
葉
集
』
に
は
、
訓
字
主
体
表
記
巻
（
巻
―
S
巻
四
、
巻
六
＼
巻
十
三
、
巻
十
六
、
巻
十
九
）
を
中
心
に
、
か
よ
う
な
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
。
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
の
用
法
は
多
岐
に
亙
る
と
い
え
る
が
、
こ
れ
ら
の
例
に
対
し
て
類
型
化
を
試
み
る
な
ら
ば
、
ひ
と
ま
ず
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
、
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
の
二
つ
の
類
型
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
二
つ
の
類
型
の
う
ち
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
は
、
ニ
ホ
フ
①
黒
牛
の
海
紅
丹
穂
経
も
も
し
き
の
大
宮
人
し
あ
さ
り
す
ら
し
も
（
巻
七
．
―
ニ
―
八
、
藤
原
房
前
か
）
み
い
く
さ
②
…
…
鶏
が
鳴
く
東
の
国
の
御
軍
士
を
召
し
た
ま
ひ
て
千
磐ま
破
人
を
和
せ
と
ま
つ
ろ
は
ぬ
国
を
治
め
と
皇
子
な
が
ら
任
け
た
ま
へ
ば
…
…
（
巻
ニ
・
一
九
九
、
柿
本
人
麻
呂
）
③
味
酒
三
輪
の
山
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
山
の
山
の
際
に
い
隠
る
ま
で
道
の
隈
い
積
も
る
ま
で
に
つ
ば
ら
に
も
見
つ
つ
行
か
む
を
し
ば
し
ば
も
見
放
け
む
山
を
心
な
く
雲
の
隠
サ
フ障
べ
し
や
（
巻
一
・
一
七
、
額
田
王
）
の
①
「
丹
穂
」
②
「
千
磐
破
」
③
「
障
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
丹
穂
」
「
千
磐
破
」
「
障
」
は
借
訓
字
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ニ
ホ
フ
」
「
チ
ハ
ヤ
ブ
ル
」
「
カ
ク
サ
フ
」
の
語
義
に
対
す
る
意
識
を
も
反
映
し
た
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
①
「
丹
穂
」
は
、
そ
の
文
字
列
か
ら
、
丹
色
の
穂
の
意
を
表
し
、
そ
れ
は
、
「
ニ
ホ
フ
」
の
照
り
輝
く
と
い
う
語
義
に
関
連
し
て
‘
―
つ
の
具
体
を
呈
示
す
る
。
②
「
千
磐
破
」
は
、
「
チ
ハ
ヤ
ブ
ル
」
の
語
義
を
、
千
の
磐
を
破
壊
す
る
と
い
う
具
体
的
な
動
作
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
③
「
障
」
は
、
対
象
へ
の
接
触
を
阻
ま
れ
た
者
の
視
点
か
ら
「
カ
ク
サ
フ
」
の
語
義
を
説
明
す
る
。
こ
れ
ら
の
仮
名
か
ら
窺
の
仮
名
表
記
|
|
表
意
性
を
有
す
る
例
を
中
心
に
—
|
奥
田
俊
博
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え
る
語
義
へ
の
理
解
は
、
具
体
的
、
解
説
的
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
表
記
は
、
語
の
全
体
、
な
い
し
一
部
の
訓
を
表
し
、
前
後
の
文
脈
の
表
記
に
ま
で
跨
る
こ
と
は
な
い
。
語
の
内
部
に
留
ま
っ
て
い
る
そ
の
仮
名
は
、
一
般
性
を
獲
得
し
や
す
い
表
記
と
し
て
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
「
ニ
ホ
フ
」
の
「
ニ
ホ
」
を
「
丹
穂
」
で
表
記
す
る
例
に
は
、
「
丹
穂
日
手
ア
レ
バ
ク
レ
ナ
ヰ
ニ
ホ
フ
有
者
」
（
巻
八
・
一
六
二
九
、
大
伴
家
持
）
、
「
紅
丹
穂
経
」
（
巻
十
三
・
三
二
チ
、
ャ
プ
ル
カ
ミ
ゾ
ツ
ク
ト
イ
フ
二
七
）
な
ど
が
存
し
、
「
チ
ハ
ヤ
ブ
ル
」
も
、
「
千
磐
破
神
曽
著
常
云
」
（
巻
カ
ミ
ノ
ヤ
シ
ロ
ニ
ニ
・
一
0
-
、
大
伴
安
麻
呂
）
、
「
千
磐
破
神
之
社
た
小
」
（
巻
四
•
五
五
八
、
土
師
水
道
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
次
に
、
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
大
き
く
分
け
て
さ
ら
に
二
つ
の
型
が
認
め
ら
れ
る
。
―
つ
は
、
ウ
グ
ヒ
ス
ケ
ム
カ
モ
④
百
済
野
の
萩
の
古
枝
に
春
待
つ
と
居
り
し
鷺
鳴
き
に
鶏
鵡
鴨
（
巻
八
・
一
四
三
一
、
山
部
赤
人
）
の
結
句
に
あ
る
「
鶏
」
「
鵡
」
「
鴨
」
の
よ
う
に
類
と
し
て
対
応
す
る
仮
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
井
手
至
氏
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
八
』
が
注
を
付
し
て
い
る
よ
う
に
、
歌
の
題
材
の
鶯
と
関
わ
ら
せ
て
、
借
音
字
「
鶏
」
「
鵡
」
と
借
訓
字
「
鴨
」
と
を
意
識
的
に
続
け
た
表
記
と
解
し
得
る
。
「
鶏
」
「
鵡
」
「
鴨
」
は
、
仮
名
で
あ
る
が
、
第
四
句
の
訓
字
「
鷺
」
と
同
じ
鳥
類
に
属
し
、
互
い
に
類
の
関
係
を
成
す
。
か
よ
う
な
類
の
関
係
を
成
す
仮
名
の
例
に
は
、
ア
サ
ヂ
⑤
印
南
野
の
浅
茅
押
し
な
べ
さ
寝
る
夜
の
日
長
く
し
あ
れ
ば
家
し
小
篠
ハユ生
（
巻
六
・
九
四
0
、
山
部
赤
人
）
の
「
小
篠
」
や
、
⑥
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
聞
こ
し
食
す
天
の
下
に
も
沢
に
あ
れ
ど
も
山
川
の
清
き
河
内
と
御
心
を
国
の
花
散
ら
ふ
秋
津
の
野
辺
に
…
…
国
は
し
吉
野
の
（
巻
一
・
三
六
、
柿
本
人
麻
呂
）
の
「
沢
」
な
ど
が
見
え
、
⑤
「
小
篠
」
は
第
二
句
の
訓
字
「
浅
茅
」
と
、
⑥
「
沢
」
は
次
の
句
に
あ
る
訓
字
「
山
川
」
の
「
川
」
と
対
応
す
る
。
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
に
は
、
類
と
し
て
対
応
す
る
仮
名
と
と
も
に
、
主
体
、
動
作
、
対
象
、
手
段
な
ど
、
出
来
事
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
対
応
す
る
仮
名
の
例
も
多
い
。
マ
ナ
ゴ
ッ
チ
⑦
衣
手
の
真
若
の
浦
の
愛
子
地
間
な
く
時
な
し
我
が
恋
ふ
ら
鐸
（
巻
十
ニ
・
三
一
六
八
）
シ
タ
ヒ
ナ
ク
⑧
秋
山
の
舌
日
が
下
に
鳴
鳥
の
声
だ
に
聞
か
ば
何
か
嘆
か
む
（
巻
十
・
ニ
ニ
三
九
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
⑦
の
結
句
の
「
錢
」
は
、
耕
す
と
い
う
動
作
に
お
い
て
、
第
三
句
の
訓
字
「
地
」
と
の
間
に
、
〈
手
段
ー
対
象
〉
の
関
係
が
認
め
ら
れ
、
つ
づ
く
⑧
の
第
二
句
の
「
舌
」
は
、
第
三
句
の
訓
字
「
鳴
」
の
表
す
動
作
に
対
し
て
手
段
を
示
す
。
⑦
「
鐸
」
⑧
「
舌
」
は
、
と
も
に
出
来
事
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
表
意
性
を
有
す
る
と
い
え
よ
う
。
右
の
④
S
⑧
で
は
、
歌
中
の
訓
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
を
中
心
に
掲
げ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
仮
名
同
士
が
意
味
的
に
対
応
す
る
場
合
も
存
し
、
⑨
常
な
ら
ぬ
人
国
山
の
秋
津
野
の
か
き
つ
は
た
鴛
夢
に
見
し
鴨
（
巻
七
・
一
三
四
五
）
サ
ケ
ナ
ム
⑩
…
…
こ
と
酒
ば
国
に
放
け
嘗
こ
と
放
け
ば
家
に
放
け
な
む
…
…
（
巻
十
―
―
-
•
三
三
四
六
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑨
の
借
訓
字
「
鴛
」
「
鴨
」
は
類
と
し
て
対
応
し
、
⑩
の
借
訓
字
「
酒
」
「
i
吾
」
は
、
〈
対
象
ー
動
作
〉
の
関
係
に
あ
る
。
ま
た
、
中
に
は
、
ト
モ
シ
ビ
カ
ガ
ウ
ッ
セ
ミ
ガ
⑪
燈
の
か
げ
に
蚊
蛾
よ
ふ
虚
蝉
の
妹
蛾
笑
ま
ひ
し
面
影
に
見
ゆ
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（
巻
十
一
・
ニ
六
四
二
）
の
よ
う
に
、
類
と
し
て
対
応
す
る
仮
名
が
出
来
事
を
構
成
す
る
要
素
と
な
る
例
も
見
え
る
。
⑪
の
歌
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
蚊
」
「
蛾
」
「
蝉
」
は
、
「
燈
火
に
集
ま
る
虫
の
名
を
意
識
的
に
並
べ
た
用
字
」
（
『
日
本
古
典
文
学
全
集
萬
葉
集
三
』
）
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
仮
名
は
、
互
い
に
類
と
し
て
対
応
す
る
と
同
時
に
、
初
句
の
訓
字
「
燈
」
と
の
間
に
、
燈
火
に
集
ま
る
と
(21) 
い
う
動
作
に
お
け
る
〈
主
体
|
'
対
象
〉
の
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
に
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
や
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
を
類
型
と
し
て
析
出
し
得
る
が
、
さ
ら
に
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
の
例
も
『
万
葉
集
』
に
は
存
す
る
。
シ
グ
レ
⑫
一
日
に
は
千
重
に
し
く
し
く
我
が
恋
ふ
る
妹
が
あ
た
り
に
為
暮
降
る
見
ゆ
（
巻
十
・
ニ
ニ
三
四
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
⑫
の
結
句
に
あ
る
「
為
暮
」
に
つ
い
て
、
内
田
賢
徳
氏
「
漢
字
表
現
の
応
用
と
内
化
」
（
『
萬
葉
集
研
究
第
二
十
一
集
』
）
は
、
借
訓
字
「
為
暮
」
の
表
(
3
)
 
象
す
る
意
味
が
歌
の
含
意
を
表
す
と
解
す
る
。
「
為
暮
」
の
表
記
か
ら
喚
起
さ
れ
る
、
暮
れ
よ
う
と
す
る
、
の
意
が
、
千
々
に
心
砕
い
て
恋
人
を
思
慕
し
つ
つ
日
中
を
過
ご
す
、
と
い
う
歌
に
表
現
さ
れ
る
時
間
の
流
れ
と
関
連
す
る
。
そ
れ
は
、
時
雨
の
降
る
時
刻
が
夕
刻
で
あ
る
こ
と
を
も
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
例
と
し
て
は
、
大
伴
坂
上
大
嬢
の
大
伴
家
持
へ
の
贈
歌、
ネ，一
⑬
春
日
山
霞
た
な
び
き
心
ぐ
く
照
れ
る
月
夜
に
ひ
と
り
か
も
念
（
巻
四
・
七
三
五
）
の
結
句
に
あ
る
「
念
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
⑬
の
「
念
」
は
、
稲
岡
耕
二
氏
『
萬
葉
表
記
論
』
（
第
三
篇
第
三
章
）
が
考
察
す
る
よ
う
に
、
借
音
字
で
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
「
オ
モ
フ
」
の
意
を
も
表
す
表
記
と
し
て
捉
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
「
ネ
ム
（
寝
む
）
」
を
「
念
」
の
字
に
よ
っ
て
表
記
す
る
例
は
当
面
例
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
「
ヒ
ト
リ
カ
モ
ネ
ム
」
は
、
ヒ
ト
リ
カ
モ
ネ
ム
我
が
恋
ふ
る
妹
に
逢
は
さ
ず
玉
の
浦
に
衣
片
敷
き
一
鴨
将
レ
採
（
巻
九
・
一
六
九
二
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
ヒ
ト
リ
カ
モ
ネ
'
-
沫
雪
の
庭
に
降
り
敷
き
寒
き
夜
を
手
枕
ま
か
ず
一
香
聞
将
レ
宿
（
巻
八
・
一
六
六
三
、
大
伴
家
持
）
な
ど
、
表
現
と
し
て
慣
用
化
し
、
い
ず
れ
も
、
恋
す
る
人
と
夜
を
共
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
て
用
い
ら
れ
る
。
⑬
の
「
ヒ
ト
リ
カ
モ
ネ
ム
」
も
、
相
手
が
不
在
で
あ
る
と
い
う
状
況
を
踏
ま
え
た
表
現
と
考
え
ら
れ
、
「
念
」
の
表
記
に
よ
っ
て
、
夜
を
共
に
過
ご
せ
た
ら
と
願
う
相
手
で
あ
る
家
持
に
対
す
る
大
嬢
の
思
慕
の
念
を
表
象
し
て
い
る
と
把
捉
さ
れ
る
。
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
に
関
し
て
は
、
す
で
に
(
4
)
 
少
な
か
ら
ぬ
例
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
新
た
な
例
を
見
出
す
こ
と
が
課
題
に
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
の
中
に
は
、
な
お
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
例
も
見
え
る
。
ま
た
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
の
例
と
し
て
⑫
「
為
暮
」
⑬
「
念
」
を
掲
げ
た
が
、
全
体
を
通
覧
し
て
み
る
な
ら
ば
、
表
記
と
歌
の
内
容
と
の
対
応
の
あ
り
よ
う
は
個
別
的
な
様
相
を
呈
す
る
。
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
や
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
に
つ
い
て
は
、
類
型
化
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
の
に
対
し
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
用
法
に
幅
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
表
記
の
性
質
は
、
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
全
体
の
中
で
問
わ
れ
て
よ
- 3 -
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
追
究
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
や
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
が
有
す
る
表
記
の
性
質
を
よ
り
明
確
に
す
る
こ
と
に
繋
絡
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
を
中
心
に
、
他
の
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
の
用
法
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
表
記
の
性
質
を
検
討
し
、
さ
ら
に
、
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
全
体
が
有
す
る
表
現
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
が
有
す
る
表
記
の
性
質
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
留
意
さ
れ
る
の
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
の
関
係
の
親
密
さ
で
あ
ろ
う
。
①
「
丹
穂
」
②
「
千
磐
破
」
③
「
障
」
が
表
す
意
味
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ニ
ホ
フ
」
；
チ
ハ
ヤ
ブ
ル
」
「
カ
ク
サ
フ
」
の
語
義
に
対
し
て
具
体
的
な
様
相
を
呈
示
し
て
お
り
、
一
方
、
⑫
「
為
暮
」
⑬
「
念
」
も
、
歌
の
表
現
に
関
連
し
て
具
体
性
を
付
与
す
る
。
両
者
は
、
仮
名
の
表
す
意
味
の
関
わ
る
表
現
が
語
の
内
部
に
留
ま
る
か
否
か
に
よ
っ
て
ひ
と
ま
ず
区
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
連
続
的
な
側
面
を
有
し
て
お
り
、
中
に
は
、
シ
ヅ
ク
⑭
大
き
海
の
水
底
照
ら
し
石
著
玉
斎
ひ
て
取
ら
む
風
な
吹
き
そ
ね
（
巻
七
・
一
三
一
九
）
の
「
石
著
」
の
よ
う
な
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
の
例
も
存
す
る
。
「
シ
ヅ
ク
」
に
つ
い
て
は
、
シ
ヅ
ク
藤
波
の
影
な
す
海
の
底
清
み
之
都
久
石
を
も
玉
と
ぞ
我
が
見
る
（
巻
十
九
•
四
一
九
九
、
大
伴
家
持
）
シ
ヅ
ク
水
底
に
沈
白
玉
誰
が
ゆ
ゑ
に
心
尽
く
し
て
我
が
思
は
な
く
に
（
巻
七
・
一
三
―
10)
(
5
)
 
な
ど
の
例
が
見
え
、
そ
れ
は
、
玉
や
石
が
水
底
に
沈
む
意
を
表
す
。
「
石
著
」
は
、
如
上
の
語
義
に
鑑
み
て
、
借
訓
字
と
位
置
付
け
し
得
る
。
だ
が
、
『
万
イ
ハ
ソ
ソ
キ
葉
集
』
に
お
い
て
、
「
石
」
は
「
石
瀧
」
（
巻
七
・
一
三
八
八
）
、
「
石
触
」
（
巻
十
一
・
ニ
七
一
六
）
な
ど
「
イ
ハ
」
の
表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
、
ま
た
、
岩
場
で
の
玉
の
採
取
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
、
わ
た
つ
み
イ
ソ
か
づ
海
神
の
手
に
巻
き
持
て
る
玉
ゆ
ゑ
に
石
の
浦
廻
に
潜
き
す
る
か
も
（
巻
七
・
一
三
0
1
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
イ
ハ
見
渡
せ
ば
近
き
も
の
か
ら
石
隠
り
か
が
よ
ふ
玉
を
取
ら
ず
は
止
ま
じ
（
巻
六
・
九
五
一
、
笠
金
村
か
）
が
存
す
る
。
⑭
「
石
著
」
は
岩
に
付
着
す
る
意
を
表
し
、
第
二
•
第
三
句
「
水
底
照
ら
し
し
づ
く
玉
」
の
表
現
に
関
連
し
て
、
海
底
を
広
く
照
ら
し
な
が
ら
岩
場
に
沈
ん
で
い
る
状
態
を
表
象
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
⑫
「
為
暮
」
⑬
「
念
」
の
表
す
意
味
が
歌
全
体
の
内
容
に
関
連
し
て
い
た
の
に
対
し
、
「
石
著
」
の
表
す
意
味
が
関
連
す
る
の
は
、
「
水
底
照
ら
し
し
づ
く
玉
」
と
い
う
歌
の
一
部
の
表
現
で
あ
る
。
「
石
著
」
は
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
と
看
倣
す
の
が
妥
当
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
仮
名
の
表
す
意
味
が
関
わ
る
表
現
の
短
さ
に
お
い
て
「
丹
穂
」
「
千
磐
破
」
に
親
近
す
る
と
い
え
よ
う
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
と
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
連
続
性
が
窺
え
る
け
れ
ど
も
、
両
者
の
間
に
は
使
用
の
頻
度
に
差
が
存
す
る
。
「
丹
穂
」
「
千
磐
破
」
は
、
「
ニ
ホ
フ
」
「
チ
ハ
ヤ
プ
ル
」
の
表
記
に
多
く
使
用
さ
れ
、
一
方
、
「
シ
グ
レ
」
「
ネ
ム
」
「
シ
ヅ
ク
」
が
「
為
暮
」
「
念
」
「
石
著
」
と
表
記
さ
れ
る
例
は
他
に
見
出
し
難
い
。
そ
れ
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
が
、
そ
の
語
の
使
用
に
対
応
し
て
表
記
と
し
て
の
一
般
性
を
獲
得
し
や
す
い
の
に
対
し
、
歌
-4-
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
歌
の
表
現
内
容
に
即
し
て
い
る
た
め
に
使
用
が
制
限
さ
れ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
の
多
く
は
、
そ
の
使
用
が
個
別
的
で
あ
り
、
か
つ
一
回
的
で
あ
る
。
か
よ
う
な
性
質
を
有
す
る
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
比
し
て
、
用
法
に
広
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
は
、
「
丹
穂
」
「
千
磐
破
」
の
よ
う
に
、
個
々
の
用
字
が
担
う
意
味
を
連
続
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
と
ま
り
の
あ
る
意
味
を
表
す
傾
向
に
あ
る
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
に
お
い
て
も
、
「
為
暮
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
同
様
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
が
、
中
に
は
、
「
四
時
」
「
葡
鈎
」
と
い
っ
た
熟
字
を
利
用
し
た
仮
名
の
例
も
見
え
る
。
シ
ジ
ニ
⑮
滝
の
上
の
三
船
の
山
に
み
づ
枝
さ
し
四
時
た
小
生
ひ
た
る
栂
の
木
の
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
…
…
（
巻
六
・
九
〇
七
、
笠
金
村
）
⑮
の
歌
の
第
四
句
に
あ
る
「
四
時
た
小
」
は
、
び
っ
し
り
と
、
す
き
間
な
く
、
の
意
の
副
詞
「
シ
ジ
ニ
」
の
借
音
字
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
「
四
時
」
は
、
吉
井
巖
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
六
』
が
注
す
る
よ
う
に
、
栂
が
常
緑
喬
木
で
あ
る
こ
と
と
関
連
し
た
表
記
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
漢
語
に
お
い
て
、
「
四
時
」
は
、
0
0
 
天
有
四
時
↓
春
秋
冬
夏
、
風
雨
霜
露
、
無
＞
非
レ
教
也
（
『
礼
記
』
孔
子
間
居
第
二
十
九
）
な
ど
の
例
が
存
し
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
右
の
「
四
時
」
は
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
を
指
す
。
下
っ
て
、
六
朝
期
に
は
、
四
季
を
指
す
例
と
と
も
こ、
ト
ー
r
0
0
 
嬬
居
憎
二
四
時
一
況
在
ー
秋
闇
内
一
（
梁
・
江
洪
「
秋
風
二
首
」
其
一
、
『
玉
台
新
詠
』
巻
十
）
0
0
 
相
去
三
千
里
、
参
差
書
信
難
、
四
時
無
二
人
見
＿
誰
復
重
二
羅
納
一
（
梁
・
呉
均
「
閏
怨
詩
」
、
『
芸
文
類
緊
』
人
部
十
六
、
闇
情
）
な
ど
、
四
季
の
い
ず
れ
も
、
の
意
を
担
う
例
も
見
え
る
。
⑮
「
四
時
」
は
、
長
歌
冒
頭
に
詠
ま
れ
た
栂
の
木
と
関
連
し
て
、
四
季
の
い
ず
れ
も
、
の
意
を
表
す
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
の
五
句
は
、
実
景
に
即
し
た
表
現
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」
を
起
こ
す
序
で
も
あ
る
。
序
詞
と
序
詞
連
接
部
と
は
、
「
ト
ガ
」
「
ツ
ギ
」
の
類
音
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
「
四
時
」
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
、
栂
の
木
が
常
緑
樹
で
あ
る
と
い
う
属
性
も
、
時
の
継
続
を
表
す
点
で
、
序
詞
連
接
部
「
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」
と
の
間
に
比
喩
的
な
連
繋
を
有
す
る
。
⑮
「
四
時
」
と
同
様
の
こ
と
は
、
「
哀
二
弟
死
去
咋
＂
歌
一
首
井
短
歌
」
（
巻
九
・
一
八
0
四
＼
一
八
〇
六
、
田
辺
福
麻
呂
歌
集
）
の
長
歌
、
⑯
…
…
遠
つ
国
黄
泉
の
界
に
延
ふ
っ
た
の
己
が
向
き
向
き
天
ま
と
ハ
ヒ
し
し
雲
の
別
れ
し
行
け
ば
闇
夜
な
す
思
い
迷
葡
匈
射
ゆ
鹿
の
心
を
痛
み
葦
垣
の
思
ひ
乱
れ
て
春
鳥
の
音
の
み
泣
き
つ
つ
あ
ぢ
さ
は
ふ
夜
昼
知
ら
ず
か
ぎ
ろ
ひ
の
心
燃
え
つ
つ
嘆
き
別
れ
ぬ
（
一
八
0
四）
の
「
側
匈
」
に
つ
い
て
も
い
え
よ
う
。
⑯
で
は
、
弟
の
死
去
が
詠
ま
れ
た
後
、
「
闇
夜
な
す
」
以
下
、
葬
送
に
至
る
ま
で
の
悲
嘆
が
描
か
れ
る
。
そ
の
悲
嘆
の
表
現
の
中
で
使
用
さ
れ
る
「
葡
匈
」
は
、
動
詞
「
マ
ト
ハ
フ
」
の
一
部
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
借
訓
字
と
位
置
付
け
し
得
る
。
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
「
葡
釦
」
は
、
I
t
 
み
ど
り
子
の
側
匈
た
も
と
ほ
り
朝
夕
に
音
の
み
ぞ
我
が
泣
く
君
な
し
に
し
て
（
巻
三
・
四
五
八
、
余
明
軍
）
の
よ
う
に
、
熟
字
訓
と
し
て
用
い
ら
れ
る
例
が
見
え
る
。
大
伴
旅
人
の
死
-5-
に
際
し
、
資
人
余
明
軍
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
第
二
句
「
葡
匈
た
も
と
ほ
り
」
は
、
旅
人
の
死
を
悲
し
む
行
為
と
し
て
把
捉
さ
れ
る
。
こ
の
余
明
軍
の
歌
の
「
葡
葡
」
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
た
だ
ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
次
の
「
側
働
」
の
例
で
あ
ろ
う
。
0
0
 
孝
子
親
死
、
悲
哀
志
憑
、
故
旬
匈
而
哭
レ
之
、
若
レ
将
二
復
生
一
然
（
『
礼
記
』
問
喪
第
三
十
五
）
右
は
、
親
が
死
去
し
た
際
の
孝
子
の
行
動
を
叙
し
た
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
「
葡
匈
」
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
、
「
葡
匈
、
猶
顛
悪
一
」
と
注
を
付
す
。
「
顛
飯
」
は
、
身
を
か
が
め
る
の
意
。
親
を
失
い
、
悲
し
み
で
心
が
も
だ
え
る
た
め
に
「
側
働
」
の
行
為
が
な
さ
れ
る
。
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
も
、
子
レ
時
伊
芙
諾
尊
恨
之
曰
、
唯
以
二
児
誌
竺
我
愛
之
妹
乎
、
則
葡
コ
0
0
 
匈
頭
辺
如
翌
卸
脚
辺
一
而
哭
泣
流
悌
焉
（
神
代
上
）
の
例
が
存
し
、
こ
の
「
葡
匈
」
な
ど
は
、
『
礼
記
』
の
「
側
鈎
」
を
踏
ま
え
た
用
法
と
認
め
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
余
明
軍
の
歌
の
「
葡
匈
」
は
も
と
よ
り
、
⑯
の
「
葡
匈
」
に
つ
い
て
も
、
か
よ
う
な
用
法
を
念
頭
に
置
い
た
表
記
と
看
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
そ
の
表
記
は
、
弟
を
失
っ
た
悲
嘆
を
含
意
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
の
用
法
の
広
が
り
は
、
次
に
掲
げ
る
、
前
後
の
訓
字
と
相
侯
っ
て
文
脈
を
成
す
よ
う
な
用
法
に
も
窺
え
る
。カ
タ
モ
ヒ
ヲ
セ
ム
⑰
ま
す
ら
を
と
思
へ
る
我
を
か
く
ば
か
り
み
つ
れ
に
み
つ
れ
片
念
男
責
（
巻
四
・
七
一
九
、
大
伴
家
持
）
⑱
ふ
る
さ
と
の
明
日
香
は
あ
れ
ど
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
明
日
香
を
見
楽
シ
ョ
シ
思
好
も
（
巻
六
・
九
九
二
、
大
伴
坂
上
郎
女
）
⑰
の
結
句
に
あ
る
借
訓
字
「
男
責
」
は
、
澤
潟
久
孝
『
萬
葉
集
注
釈
』
が
「
意
識
し
て
か
う
し
た
文
字
を
使
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
『
日
本
古
典
文
学
全
集
萬
葉
集
一
』
は
、
「
男
の
く
せ
に
女
々
し
く
片
恋
に
悩
む
自
ら
の
ふ
が
い
な
さ
を
責
め
る
気
持
ち
を
反
映
す
る
」
と
解
す
る
。
「
男
責
」
と
訓
字
「
片
念
」
と
を
合
わ
せ
た
「
片
念
男
責
」
の
文
字
列
は
、
上
二
句
「
ま
す
ら
を
と
思
へ
る
我
を
」
の
内
容
と
関
連
し
つ
つ
、
片
恋
の
男
を
責
め
る
、
と
い
う
意
を
表
す
。
つ
づ
く
⑱
の
結
句
の
借
音
字
「
楽
思
」
も
、
前
後
の
訓
字
「
見
」
「
好
」
と
相
侯
っ
て
、
見
る
こ
と
楽
し
く
、
思
ふ
こ
と
好
し
、
の
意
を
表
し
て
い
る
（
佐
佐
木
隆
氏
「
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
歌
意
と
文
字
と
の
交
渉
ー
＇
〈
後
者
相
宿
友
〉
を
め
ぐ
っ
て
|
J
「
国
語
学
」
第
l
l
l
集
）
。
そ
れ
は
、
第
三
•
第
四
句
の
「
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
明
日
香
」
を
対
象
と
し
て
―
つ
づ
き
の
文
脈
を
形
成
す
る
。
熟
字
を
利
用
し
た
仮
名
や
、
前
後
の
訓
字
と
相
侯
っ
て
文
脈
を
成
す
仮
名
と
い
っ
た
用
法
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
は
一
般
的
で
な
い
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
に
窺
え
る
こ
れ
ら
の
用
法
は
、
仮
名
が
使
用
さ
れ
る
範
囲
の
広
さ
に
起
因
す
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
お
い
て
は
、
仮
名
の
使
用
が
語
の
内
部
に
留
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
特
定
の
表
現
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
用
い
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
仮
名
の
使
用
さ
れ
る
範
囲
の
広
さ
が
、
熟
字
を
利
用
し
た
仮
名
な
ど
の
用
法
を
可
能
に
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
お
い
て
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
仮
名
の
表
す
意
味
は
、
具
体
的
、
解
説
的
で
あ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
も
お
お
よ
そ
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
中
に
は
表
す
意
味
が
さ
ら
に
比
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
例
が
見
え
る
。
- 6 -
イ
ヤ
⑲
秋
風
に
大
和
へ
越
ゆ
る
雁
が
ね
は
射
矢
遠
ざ
か
る
雲
隠
り
つ
つ
（
巻
十
・
ニ
―
二
八
）
⑲
の
歌
の
第
四
句
に
あ
る
「
射
矢
」
に
つ
い
て
は
、
高
木
市
之
助
「
変
字
法
に
就
て
」
（
『
吉
野
の
鮎
』
）
が
、
「
雁
が
忽
ち
に
し
て
雲
隠
れ
去
る
意
味
を
強
く
認
識
す
る
事
が
出
来
」
る
と
指
摘
す
る
。
「
射
矢
L
が
速
さ
を
表
象
す
る
可
能
性
は
、
も
と
よ
り
否
定
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
『
万
葉
集
』
に
見
え
る
矢
に
関
し
て
の
表
現
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
「
射
矢
」
が
表
象
す
る
の
は
、
遠
く
ま
で
飛
ぶ
動
作
で
あ
ろ
う
。
「
慕
レ
振
二
勇
士
之
名
ー
歌
一
首
井
短
歌
」
（
巻
十
九
•
四
一
六
四
＼
四
一
六
五
、
大
伴
家
持
）
の
長
歌
に
は
次
の
よ
う
な
表
現
が
見
え
る
。
…
…
梓
弓
末
振
り
起
こ
し
投
矢
持
ち
千
尋
射
渡
し
腰
に
取
り
侃
き
あ
し
ひ
き
の
八
つ
峰
踏
み
越
え
…
…
（
四
一
六
四
）
右
の
長
歌
の
「
投
矢
持
ち
千
尋
射
渡
し
」
は
、
「
梓
弓
末
振
り
起
こ
し
」
「
剣
大
刀
腰
に
取
り
倶
き
」
な
ど
と
と
も
に
、
ま
す
ら
お
の
勇
姿
の
表
現
と
し
て
あ
る
。
「
投
矢
持
ち
千
尋
射
渡
し
」
の
行
為
者
は
ま
す
ら
お
で
あ
り
、
矢
が
常
に
遠
く
ま
で
射
ら
れ
る
と
い
う
一
般
性
は
認
め
難
い
け
れ
ど
も
、
こ
の
表
現
に
窺
え
る
矢
と
そ
れ
が
遠
く
ま
で
射
ら
れ
る
こ
と
と
の
関
係
は
な
お
留
意
さ
れ
よ
う
。
こ
の
関
係
は
、
枕
詞
・
被
枕
詞
の
表
現
に
も
見
ら
れ
、
そ
の
例
と
し
て
、
0
0
0
 
0
 
0
0
0
 
0
 
…
…
投
ぐ
る
さ
の
遠
ざ
か
り
居
て
思
ふ
そ
ら
安
け
な
く
に
嘆
く
そ
ら
安
け
な
く
に
衣
こ
そ
ば
そ
れ
破
れ
ぬ
れ
ば
継
ぎ
つ
つ
も
ま
た
も
合
ふ
と
い
へ
玉
こ
そ
ば
緒
の
絶
え
ぬ
れ
ば
く
く
り
つ
つ
ま
た
も
合
ふ
と
い
へ
ま
た
も
逢
は
ぬ
も
の
は
妻
に
し
あ
り
け
り
（
巻
十
三
・
三
三
三
0
)
剣
大
刀
の
「
投
ぐ
る
さ
の
遠
ざ
か
り
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
妻
と
の
死
別
を
詠
ん
だ
右
の
挽
歌
で
は
、
手
投
げ
矢
の
類
を
指
す
と
解
さ
れ
て
い
る
「
投
ぐ
る
さ
」
が
、
「
遠
ざ
か
り
」
の
比
喩
の
枕
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
被
枕
詞
以
下
の
文
脈
に
お
い
て
、
「
遠
ざ
か
り
居
て
」
は
、
妻
と
死
別
し
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
枕
詞
・
被
枕
詞
の
関
係
に
即
す
る
な
ら
ば
、
「
投
ぐ
る
さ
の
遠
ざ
か
り
」
は
、
矢
と
そ
れ
が
遠
く
ま
で
射
ら
れ
る
こ
と
と
の
関
係
の
緊
密
さ
の
上
に
成
り
立
つ
。
こ
れ
ら
の
表
現
に
鑑
み
て
、
⑲
「
射
矢
」
は
、
次
句
の
「
遠
ざ
か
り
」
に
関
連
し
た
仮
名
と
解
す
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
「
射
矢
」
は
、
射
る
矢
の
意
を
表
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
は
雁
の
遠
く
に
飛
び
去
る
動
作
の
比
喩
と
し
て
理
解
さ
れ
る。
仮
名
か
ら
喚
起
さ
れ
る
意
味
が
比
喩
と
し
て
機
能
す
る
例
は
、
⑲
「
射
矢
」
の
他
に
、
ヲ
シ
⑳
浅
茅
原
刈
り
標
さ
し
て
空
言
も
寄
そ
り
し
君
が
言
鴛
鴛
待
た
む
（
巻
十
一
・
ニ
七
五
五
）
⑪
我
が
岡
の
お
か
み
に
言
ひ
て
降
ら
し
め
し
雪
の
く
だ
け
し
そ
こ
に
塵
け
む
（
巻
二
•
1
0
四
、
藤
原
夫
人
）
の
「
鴛
鳶
」
や
「
塵
」
を
指
摘
し
得
る
。
⑳
「
鴛
喬
」
は
、
助
詞
「
ヲ
シ
」
の
借
訓
字
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
鳥
類
の
「
ヲ
シ
」
の
有
す
る
表
象
と
も
関
連
す
る
。
鳥
類
の
「
ヲ
シ
」
に
つ
い
て
は
、
ヲ
シ
し
ま
乎
之
の
住
む
君
が
こ
の
山
斎
今
日
見
れ
ば
あ
し
び
の
花
も
咲
き
に
け
る
か
も
（
巻
二
十
•
四
五
―
一
、
三
形
王
）ヲ
シ
人
漕
が
ず
あ
ら
く
も
著
し
潜
き
す
る
鴛
と
た
か
べ
と
船
の
上
に
住
む
（
巻
三
・
ニ
五
八
、
鴨
足
人
）
な
ど
、
「
ヲ
シ
」
そ
れ
自
体
が
詠
ま
れ
る
例
も
存
す
る
が
、
⑳
「
鴛
鴛
」
を
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理
解
す
る
上
で
看
過
し
得
な
い
の
は
、
佐
佐
木
隆
氏
前
掲
論
文
が
指
摘
し
こ、t
 山
川
に
烏
志
二
つ
居
て
偶
よ
く
偶
へ
る
妹
を
誰
か
率
に
け
む
（
『
日
本
書
紀
』
孝
徳
天
皇
、
大
化
五
年
三
月
）
の
「
ヲ
シ
」
で
あ
る
。
こ
の
「
ヲ
シ
」
は
、
宮
体
詩
に
お
け
る
「
鴛
鴛
」
の
表
現
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
（
内
田
賢
徳
氏
「
孝
徳
紀
挽
歌
二
首
の
構
成
と
発
想
ー
庚
信
詩
と
の
関
連
を
中
心
に
ー
」
、
「
萬
葉
」
第
百
三
十
八
号
）
、
男
女
二
人
の
睦
ま
じ
さ
の
比
喩
と
解
し
得
る
。
⑳
「
鴛
喬
」
も
、
，
宮
体
詩
の
「
鴛
癒
」
の
表
現
に
基
づ
く
比
喩
と
看
倣
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
「
鴛
鴛
」
は
、
男
女
が
親
し
い
関
係
に
あ
る
と
噂
さ
れ
る
意
の
「
寄
そ
る
」
の
み
な
ら
ず
、
作
者
が
待
っ
て
い
る
君
の
「
言
」
、
お
よ
び
、
作
者
の
心
情
と
も
関
わ
る
。
⑳
の
歌
の
「
言
L
は
、
「
君
の
あ
は
ん
と
い
ふ
言
」
（
橘
千
蔭
『
萬
葉
集
略
解
』
）
と
解
さ
れ
る
よ
う
な
睦
ま
じ
い
男
女
の
関
係
の
実
現
を
促
す
言
葉
と
捉
え
ら
れ
、
し
か
も
、
そ
れ
が
「
空
言
L
だ
と
し
て
も
、
作
者
が
待
ち
望
む
言
葉
と
し
て
あ
る
。
二
人
の
睦
ま
じ
い
関
係
は
、
第
三
者
の
噂
と
し
て
語
ら
れ
る
と
と
も
に
、
作
者
に
よ
っ
て
期
待
さ
れ
る
関
係
で
も
あ
る
と
い
え
る
。
つ
づ
く
、
⑪
の
歌
の
結
句
に
あ
る
借
訓
字
「
塵
」
に
つ
い
て
は
、
稲
岡
耕
二
氏
『
萬
葉
集
全
注
巻
第
二
』
が
、
「
塵
」
の
字
が
持
つ
表
意
性
を
利
用
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
、
「
万
葉
集
名
歌
事
典
ー
万
葉
名
歌
百
首
（
平
舘
英
子
氏
執
筆
）
」
（
稲
岡
耕
二
氏
編
『
万
葉
集
事
典
』
学
燈
社
）
で
は
、
「
「
塵
L
を
「
散
」
の
借
訓
に
使
う
こ
と
は
、
雪
と
の
関
連
に
お
い
て
「
玉
塵
」
の
語
（
梁
．
何
遜
「
和
司
馬
博
士
詠
＞
雪
詩
」
な
ど
）
を
思
わ
せ
る
」
と
述
べ
る
。
⑪
「
塵
」
は
、
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
と
し
て
雪
と
の
関
連
に
お
い
て
理
解
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
「
玉
塵
」
は
、
一
般
に
、
0
0
 
又
綺
里
丹
法
、
先
飛
コ
取
五
石
玉
塵
↓
合
レ
以
二
丹
砂
采
一
内
二
大
銅
器
中
玉
否
之
、
百
日
五
色
、
服
レ
之
不
レ
死（
『
抱
朴
子
』
内
篇
、
巻
四
、
金
丹
）
若
夫
洗
精
服
食
、
慕
道
遊
仙
一
尋
玉
塵
於
万
里
一
守
二
金
鼈
於
千
年
一
三
戸
可
レ
度
九
転
難
レ
伝
（
梁
．
何
遜
「
七
召
」
、
『
文
苑
英
華
』
巻
三
五
二
）
な
ど
、
丹
薬
の
原
料
と
な
る
玉
の
粉
末
を
意
味
す
る
。
『
抱
朴
子
』
で
は
、
こ
れ
に
丹
砂
、
采
を
混
ぜ
、
大
き
な
銅
器
に
入
れ
て
百
日
煮
る
と
五
色
の
丹
薬
に
な
る
由
が
記
さ
れ
、
ま
た
、
「
七
召
」
で
は
、
「
玉
塵
」
を
金
竃
の
中
に
千
年
置
け
ば
、
そ
の
出
来
上
が
っ
た
丹
薬
は
、
三
戸
虫
が
体
内
か
ら
出
て
行
き
、
九
転
丹
が
後
世
に
伝
え
難
く
な
る
ほ
ど
の
効
力
を
持
つ
と
あ
る
。
平
舘
氏
の
掲
げ
ら
れ
る
何
遜
の
詩
の
、
凝
階
似
一
月
夜
↓
払
レ
樹
暁
疑
春
、
爾
散
忽
如
レ
尽
、
徘
徊
已
復
新
、
若
逐
二
微
風
起
、
誰
―
―
戸
非
ー
一
玉
塵
-
(
「
詠
レ
雪
詩
」
、
『
芸
文
類
衆
』
天
部
下
、
雪
）
の
「
玉
塵
」
も
、
玉
の
粉
末
の
意
に
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
右
の
詩
に
お
い
て
は
、
降
り
積
も
っ
た
雪
が
微
風
に
よ
っ
て
舞
い
上
が
る
様
子
(
6
)
 
を
「
玉
塵
」
に
喩
え
た
と
理
解
さ
れ
る
。
か
よ
う
な
意
を
担
う
「
玉
塵
」
を
「
塵
」
と
の
み
記
し
た
例
を
見
出
し
難
い
こ
と
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
、
「
塵
」
の
字
に
即
し
た
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
「
塵
」
は
、
後
漢
・
許
慎
『
説
文
解
字
』
に
「
鹿
行
揚
レ
土
也
」
と
あ
り
、
段
玉
裁
『
説
文
解
字
注
』
は
、
「
群
行
則
揚
レ
土
甚
、
引
伸
為
二
凡
揚
レ
土
之
個
」
と
注
す
る
。
ま
た
、
子
之
宅
近
レ
市
、
漱
陰
鷺
塵
、
不
レ
可
二
以
居
一
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
三
年
、
伝
）
の
杜
預
注
は
、
「
塵
、
土
」
と
し
、
『
策
隷
万
象
名
義
』
に
も
、
「
雉
珍
反
、
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歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
表
す
意
味
が
具
体
性
を
有
す
る
点
で
四
土
也
」
と
あ
る
。
「
塵
」
は
、
土
、
と
り
わ
け
土
ぼ
こ
り
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
土
ぼ
こ
り
の
意
の
「
塵
」
は
、
舞
い
上
が
る
も
の
、
飛
ぶ
も
の
、
と
い
う
表
象
を
有
し
て
お
り
、
0
0
 
日
落
唱
歌
還
、
塵
飛
車
馬
度
（
梁
．
庚
肩
吾
「
長
安
路
詩
」
、
『
芸
文
類
諏
示
』
楽
部
二
、
楽
府
）
0
0
 
肺
転
蒼
龍
閾
、
塵
飛
飲
馬
橋
（
陳
・
江
線
「
待
レ
宴
玄
武
観
詩
」
、
同
右
、
居
処
部
三
、
観
）
な
ど
、
「
塵
飛
」
の
表
現
が
多
く
見
え
る
。
さ
ら
に
、
「
塵
」
は
、
゜
入
レ
楼
如
霧
上
ー
払
レ
馬
似
塵
飛
一
（
梁
・
孝
元
帝
「
詠
細
雨
一
詩
」
、
同
右
、
天
部
下
、
雨
）
の
よ
う
に
、
細
雨
に
濡
れ
た
馬
の
背
を
払
っ
た
と
き
の
水
滴
の
比
喩
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。
⑪
「
塵
」
は
、
漢
語
「
塵
」
の
持
つ
表
象
を
念
頭
に
置
い
て
表
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
第
四
句
に
あ
る
「
雪
の
く
だ
け
」
の
比
喩
で
あ
り
、
「
塵
」
の
軽
や
か
に
飛
ぶ
と
い
う
表
象
は
、
大
原
の
里
で
降
っ
た
雪
の
か
け
ら
が
明
日
香
の
里
に
散
っ
た
と
い
う
下
二
(
7
1
)
 
句
の
内
容
と
意
味
的
に
関
連
す
る
。
⑲
「
射
矢
」
⑳
「
鴛
蕉
」
⑪
「
塵
」
は
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
意
味
を
表
し
、
そ
の
意
味
に
内
包
さ
れ
る
表
象
が
、
歌
の
表
現
に
関
連
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
喩
と
し
て
機
能
す
る
。
か
よ
う
な
比
喩
と
な
る
用
法
も
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
は
一
般
的
で
な
い
。
こ
の
現
象
は
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
が
意
味
の
面
に
お
い
て
広
が
り
を
見
せ
た
も
の
と
し
て
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
性
質
を
同
じ
く
す
る
。
だ
が
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
異
な
り
、
仮
名
の
表
す
意
味
が
語
の
内
部
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
差
異
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
、
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
と
の
間
に
も
認
め
ら
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
と
、
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
と
は
、
仮
名
の
表
す
意
味
が
語
の
内
部
に
限
定
さ
れ
な
い
点
で
共
通
し
た
性
質
が
窺
え
る
。
こ
の
共
通
性
は
、
両
者
の
交
渉
を
容
易
に
さ
せ
る
要
因
の
―
つ
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
の
中
に
は
、
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
し
つ
つ
、
そ
の
対
応
す
る
意
味
が
歌
の
内
容
に
も
関
連
す
る
仮
名
の
例
が
存
す
る
。
ハ
ル
⑫
佐
保
川
の
岸
の
つ
か
さ
の
少
歴
木
な
刈
り
そ
ね
あ
り
つ
つ
も
張
し
来
た
ら
ば
立
ち
隠
る
が
ね
（
巻
四
・
五
二
九
、
大
伴
坂
上
郎
女
）
⑫
の
歌
の
第
五
句
に
あ
る
「
張
」
は
、
春
の
借
訓
字
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
単
な
る
借
訓
字
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
「
張
L
は
、
一
般
に
動
詞
「
ハ
ル
」
の
訓
字
と
し
て
用
い
ら
れ
、
山
背
の
久
世
の
鷺
坂
神
代
よ
り
春
は
張
つ
つ
秋
は
散
り
け
り
（
巻
九
・
一
七
0
七
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
ハ
レ
春
の
日
に
張
る
柳
を
取
り
持
ち
て
見
れ
ば
都
の
大
路
し
思
ほ
ゆ
（
巻
十
九
•
四
一
四
二
、
大
伴
家
持
）
な
ど
の
例
が
存
す
る
。
右
の
二
例
の
「
張
L
は
、
芽
の
出
る
意
を
担
う
。
第
二
例
で
は
、
柳
が
「
張
」
の
対
象
物
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
第
一
例
で
は
樹
木
の
種
類
は
限
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
二
首
と
も
に
春
が
詠
み
込
ま
れ
る
点
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
。
⑫
の
歌
も
、
第
四
句
に
「
春
し
来
た
ら
ば
」
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と
詠
ま
れ
て
お
り
、
「
張
」
は
、
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
と
見
て
よ
い
で
あ
(
8
)
 
ろ
う
。
そ
れ
は
、
歌
中
の
訓
字
「
小
歴
木
」
と
意
味
的
に
対
応
し
て
お
り
、
出
来
事
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
〈
主
体
ー
動
作
〉
の
関
係
を
成
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
「
張
」
は
、
一
首
の
内
容
に
も
関
連
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
上
三
句
の
禁
止
表
現
に
対
し
て
、
下
三
句
「
あ
り
つ
つ
も
春
し
来
た
ら
ば
立
ち
隠
る
が
ね
」
は
そ
の
目
的
を
表
す
。
「
張
」
の
表
記
は
、
柴
を
刈
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
春
に
な
っ
た
ら
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
と
い
う
下
三
句
の
内
容
に
、
柴
の
芽
が
出
る
、
と
い
う
具
体
的
な
状
況
を
添
え
て
い
る
。
⑫
「
張
」
と
同
種
の
用
法
と
看
倣
す
こ
と
が
可
能
な
仮
名
に
は
、
カ
ヘ
リ
オ
モ
ホ
セ
⑬
春
山
の
友
鶯
の
鳴
き
別
れ
脊
ま
す
間
も
思
御
我
を
（
巻
十
・
一
八
九
0
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
の
第
三
句
に
あ
る
「
脊
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
脊
」
は
、
『
説
文
解
字
』
が
「
顧
也
」
と
し
、
魏
の
張
揖
『
広
雅
』
（
釈
詰
）
も
、
「
脊
、
奥
、
顧
也
」
と
解
す
る
。
「
脊
」
は
「
顧
」
と
同
じ
く
、
か
え
り
み
る
の
意
を
担
う
と
捉
え
得
る
が
、脊
西
路
而
長
懐
、
望
故
郷
而
延
仔
（
後
漢
・
禰
衡
「
鵬
鵡
賦
」
、
『
文
選
』
巻
十
三
）
遡
嵐
於
衡
薄
一
脊
椒
塗
於
瑶
壇
一
（
晉
・
張
協
「
七
命
八
首
」
、
同
右
巻
三
十
五
）
な
ど
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
に
か
え
り
み
る
動
作
の
み
で
な
く
、
か
え
り
み
る
対
象
へ
の
心
引
か
れ
る
心
情
を
内
含
す
る
例
も
少
な
く
(
9
)
 
な
い
。
如
上
の
「
脊
」
の
用
法
に
鑑
み
て
、
⑬
「
脊
」
は
、
対
象
に
思
い
を
向
け
る
と
い
う
点
で
、
結
句
の
「
思
御
」
と
類
の
関
係
に
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
脊
」
の
表
す
意
味
は
、
第
三
•
第
四
句
「
鳴
き
別
れ
帰
り
ま
す
間
も
」
と
内
容
的
に
関
連
し
、
「
か
え
り
ゆ
く
間
、
絶
え
ず
思
い
を
込
め
て
か
え
り
み
を
す
る
よ
う
な
別
れ
」
（
内
田
賢
徳
氏
「
漢
字
表
現
の
応
用
と
内
化
」
）
と
い
う
解
釈
を
導
く
。
⑬
「
脊
」
は
、
訓
字
「
思
御
」
と
の
間
で
類
の
関
係
を
成
し
つ
つ
、
そ
の
関
係
に
お
い
て
表
す
意
味
が
第
三
・
第
四
句
の
内
容
に
具
体
的
な
状
況
を
付
与
し
て
い
る
と
把
捉
さ
れ
る
。
同
じ
借
訓
字
で
あ
る
、
カ
ヘ
リ
風
を
い
た
み
沖
つ
白
波
高
か
ら
し
海
人
の
釣
船
浜
に
脊
ぬ
（
巻
三
・
ニ
九
四
、
角
麻
呂
）
の
「
脊
」
と
異
な
り
、
⑬
「
脊
」
が
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
は
、
第
三
・
第
四
句
の
内
容
と
の
関
連
と
と
も
に
、
「
思
御
」
と
の
意
味
的
な
対
応
の
与
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
し
つ
つ
、
対
応
す
る
意
味
が
歌
の
内
容
に
も
関
連
す
る
仮
名
に
は
、
オ
キ
⑳
あ
ら
か
じ
め
人
言
繁
し
か
く
し
あ
ら
ば
し
ゑ
や
我
が
背
子
奥
も
い
か
ア
ラ
メ
に
荒
海
藻
（
巻
四
・
六
五
九
、
大
伴
坂
上
郎
女
）
の
「
荒
」
の
よ
う
に
、
そ
の
表
す
意
味
が
比
喩
と
し
て
機
能
す
る
例
も
存
す
る
。
⑳
の
歌
の
結
句
に
あ
る
「
荒
海
藻
」
は
、
海
藻
「
ア
ラ
メ
」
の
訓
字
「
荒
海
藻
」
を
、
動
詞
「
ア
リ
」
と
助
動
詞
「
ム
」
か
ら
成
る
「
ア
ラ
メ
」
に
あ
て
た
借
訓
字
で
あ
る
。
こ
の
「
荒
海
藻
」
に
つ
い
て
は
、
同
じ
結
句
に
あ
る
「
奥
」
の
「
縁
語
L
と
し
て
捉
え
る
解
（
『
日
本
古
典
文
学
全
集
萬
葉
集
一
』
）
が
存
す
る
が
、
さ
ら
に
、
「
奥
」
と
「
荒
海
藻
」
の
「
荒
」
と
は
、
〈
主
体
ー
動
作
〉
の
関
係
と
し
て
意
味
的
に
対
応
す
る
と
い
え
よ
う
。
「
荒
」
は
、
「
奥
」
と
の
意
味
的
な
対
応
関
係
に
お
い
て
、
荒
れ
る
の
意
を
表
す
。
こ
こ
で
思
い
合
わ
さ
れ
る
の
は
、
『
万
葉
集
』
に
は
、
海
の
荒
れ
る
こ
と
が
比
喩
と
し
て
詠
ま
れ
る
歌
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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ア
ル
ト
モ
風
吹
き
て
海
は
荒
明
日
と
言
は
ば
久
し
く
あ
る
べ
し
君
が
ま
に
ま
に
（
巻
七
・
一
三
0
九
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
右
の
歌
は
、
誓
喩
歌
に
収
め
ら
れ
、
上
二
句
「
風
吹
き
て
海
は
荒
る
と
も
」
は
、
男
女
二
人
の
親
密
な
関
係
に
対
す
る
周
囲
の
目
の
厳
し
さ
を
喩
え
た
表
現
と
し
て
一
般
に
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
誓
喩
歌
に
属
す
る
、
ア
ル
ト
モ
海
の
底
し
づ
く
白
玉
風
吹
き
て
海
は
雖
レ
荒
取
ら
ず
は
止
ま
じ
（
巻
七
・
一
三
一
七
）
の
第
三
・
第
四
句
は
、
右
の
柿
本
人
麻
呂
歌
集
歌
と
同
句
で
あ
る
が
、
こ
の
二
句
で
は
、
こ
れ
か
ら
親
密
な
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
る
女
性
へ
の
周
囲
の
監
視
が
厳
重
で
あ
る
こ
と
が
喩
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
例
よ
り
推
し
て
、
⑳
の
「
奥
」
と
「
荒
」
と
の
意
味
的
な
対
応
も
、
同
様
の
比
喩
と
理
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
上
二
句
「
あ
ら
か
じ
め
人
言
繁
し
」
、
結
句
「
奥
は
い
か
に
あ
ら
め
」
の
表
現
に
よ
っ
て
悲
観
さ
れ
る
、
二
人
の
親
密
な
関
係
に
対
す
る
周
囲
の
目
の
厳
し
さ
の
比
喩
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
以
上
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
を
中
心
に
、
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
表
記
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
表
す
意
味
が
具
体
的
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
共
通
し
た
性
質
を
有
す
る
。
だ
が
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
の
中
に
は
、
熟
字
を
利
用
し
た
仮
名
（
⑮
「
四
時
」
、
⑯
「
葡
匈
」
）
や
、
前
後
の
訓
字
と
相
侯
っ
て
表
意
性
を
有
す
る
よ
う
な
仮
名
（
⑰
「
男
責
」
、
⑱
「
楽
思
」
）
が
存
し
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
に
は
見
ら
れ
な
い
用
法
の
広
が
り
が
認
め
ら
れ
た
。
広
が
り
は
意
味
の
面
に
も
及
び
、
仮
名
の
表
す
意
味
が
比
喩
と
し
て
機
能
す
る
例
（
⑲
「
射
矢
」
、
⑳
「
鴛
鴛
」
、
⑪
「
塵
」
）
が
見
え
る
。
ま
た
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
と
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
と
は
、
仮
名
の
表
す
意
味
が
語
の
内
部
に
限
定
さ
れ
な
い
点
で
性
質
を
同
じ
く
し
、
中
に
は
、
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
し
つ
つ
、
対
応
す
る
意
味
が
歌
の
内
容
に
も
関
連
す
る
仮
名
（
⑫
「
張
」
、
⑬
「
脊
」
、
⑳
「
荒
」
）
が
存
す
る
。
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
を
通
覧
し
て
み
る
な
ら
ば
、
類
型
と
し
て
の
中
心
は
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
、
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
仮
名
で
あ
る
と
い
え
る
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
、
前
者
の
用
法
と
共
通
し
た
基
盤
を
有
し
て
お
り
、
仮
名
の
表
す
意
味
が
関
わ
る
表
現
の
範
囲
の
広
さ
が
用
法
の
広
が
り
を
可
能
に
し
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
に
お
い
て
も
、
上
述
し
た
よ
う
な
類
型
化
が
可
能
で
あ
る
点
は
看
過
し
得
な
い
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
を
含
め
た
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
に
窺
え
る
こ
れ
ら
の
類
型
は
、
意
味
を
無
化
し
た
状
態
が
期
待
さ
れ
る
仮
名
に
表
意
性
を
付
与
し
て
伝
達
さ
せ
よ
う
と
す
る
表
記
意
識
の
現
れ
と
看
倣
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
表
現
が
類
型
的
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
表
意
性
を
有
す
る
仮
名
に
よ
る
伝
達
は
容
易
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
だ
が
、
逆
に
、
如
上
の
類
型
に
則
っ
て
い
な
い
仮
名
か
ら
有
意
を
汲
み
取
る
こ
と
に
は
困
難
を
伴
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
ほ
と
ん
ど
の
表
記
が
一
回
的
で
あ
る
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
類
型
的
表
現
で
な
い
場
合
、
程
度
の
差
は
異
な
り
こ
そ
す
れ
、
恣
意
的
な
理
解
が
伴
い
が
ち
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
全
体
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
の
表
現
は
、
伝
達
可
能
な
類
型
的
な
表
現
か
ら
伝
達
が
容
易
で
な
い
個
別
的
な
表
現
へ
と
ゆ
る
や
か
な
連
続
を
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
や
歌
中
の
用
字
と
意
味
的
に
対
応
す
る
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仮
名
に
つ
い
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
が
、
前
二
者
に
比
し
て
、
歌
の
内
容
に
対
応
す
る
仮
名
は
よ
り
個
別
的
な
表
現
が
志
向
さ
れ
る
。
個
別
的
な
表
現
へ
の
志
向
は
、
歌
の
表
現
内
容
が
個
別
的
で
あ
る
こ
と
と
相
関
の
関
係
に
あ
り
、
類
型
的
な
表
現
の
広
が
り
も
そ
の
志
向
の
反
映
と
し
て
位
置
付
け
し
得
る
。
（
平
成
十
年
五
月
六
日
稿
、
七
月
十
四
日
補
筆
）
注
(
1
)
「
カ
ク
サ
フ
」
の
「
サ
フ
」
を
「
障
」
の
字
で
表
記
す
る
例
に
は
、
③
の
他
に
「
隠
障
浪
」
（
巻
十
一
・
ニ
四
三
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
カ
ク
サ
フ
」
の
語
例
自
体
が
少
な
い
た
め
に
傾
向
を
把
握
し
難
い
が
、
「
カ
ク
サ
フ
」
を
「
隠
障
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
一
般
的
で
あ
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
(
2
)
「
蚊
」
「
蛾
」
「
蝉
」
の
う
ち
、
「
蝉
」
は
「
虚
」
と
と
も
に
「
ウ
ッ
セ
ミ
」
の
語
義
に
対
す
る
意
識
を
反
映
し
た
仮
名
と
し
て
も
位
置
付
け
し
得
る
。
な
お
、
⑤
「
小
篠
」
も
、
借
訓
字
「
生
」
と
の
間
に
〈
主
体
ー
血
茄
げ
〉
の
関
係
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
(
3
)
な
お
「
為
暮
」
に
つ
い
て
は
、
内
田
賢
徳
氏
「
萬
葉
し
ぐ
れ
考
」
（
「
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
」
第
10
集
）
を
も
参
照
。
(
4
)
主
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
高
木
市
之
助
「
変
字
法
に
就
て
」
（
『
吉
野
の
鮎
』
）
、
吉
澤
義
則
「
萬
葉
集
に
於
け
る
文
字
の
文
学
的
用
法
に
就
て
」
（
「
国
語
国
文
」
第
三
巻
第
一
号
）
、
井
手
至
氏
「
掛
け
詞
の
源
流
」
（
「
人
文
研
究
」
第
21
巻
第
6
分
冊
）
、
川
端
善
明
氏
「
万
葉
仮
名
の
成
立
と
展
相
」
（
『
日
本
古
代
文
化
の
探
究
文
字
』
社
会
思
想
社
）
、
佐
佐
木
隆
氏
「
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
歌
意
と
文
字
と
の
交
渉
ー
〈
後
者
相
宿
友
〉
を
め
ぐ
っ
て
—
己
（
「
国
語
学
」
第l
l
l
集
）
、
毛
利
正
守
氏
「
文
字
に
よ
る
文
学
L
（
中
西
進
氏
編
『
日
本
文
学
新
史
古
代
1
』
至
文
堂
、
第
八
章
）
、
山
崎
禰
之
氏
「
万
葉
集
に
お
け
る
漢
語
と
表
記
|
文
字
表
現
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
和
漠
比
較
文
学
叢
書
第
九
巻
万
葉
集
と
漢
文
学
』
汲
古
書
院
）
、
先
掲
、
内
田
賢
徳
氏
「
漢
字
表
現
の
応
用
と
内
化
」
な
ど
が
存
す
る
。
(
5
)
「
シ
ヅ
ク
」
と
「
シ
ヅ
ム
」
と
は
類
義
の
関
係
に
あ
る
が
、
「
シ
ヅ
ム
」
に
は
、
シ
ヅ
ミ
「
難
波
潟
潮
干
な
あ
り
そ
ね
沈
に
し
妹
が
姿
を
見
ま
く
苦
し
も
」
（
巻
二
・
―
―
―
―
九
、
河
辺
宮
人
）
の
よ
う
に
、
動
作
主
体
が
人
で
あ
る
例
が
見
え
、
ま
た
、
「
古
り
に
し
シ
ヅ
マ
ム
姪
に
し
て
や
か
く
ば
か
り
恋
に
将
レ
沈
手
童
の
ご
と
」
（
巻
ニ
・
―
二
九
、
石
川
女
郎
）
の
よ
う
に
「
恋
に
沈
む
」
と
い
っ
た
転
化
さ
れ
た
用
法
も
存
す
る
。
「
シ
ヅ
ク
」
に
比
し
て
、
「
シ
ヅ
ム
」
は
、
そ
の
用
法
に
幅
が
存
す
る
と
い
え
よ
う
。
(
6
)
「
玉
塵
」
が
比
喩
と
し
て
雪
そ
れ
自
体
を
指
す
早
い
例
と
し
て
、
「
瑞
草
生
二
階
奥
玉
塵
散
庭
闊
-
L
（
盛
唐
・
李
白
「
淮
海
対
レ
雪
贈
二
伝
瞑
一
」
、
『
李
太
白
文
集
』
巻
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
用
法
と
し
て
一
般
化
す
る
の
は
、
中
唐
に
ま
で
下
る
よ
う
で
あ
る
。
か
よ
う
な
例
と
し
て
「
漠
漠
復
雰
雰
、
東
風
散
二
玉
塵
一
」
（
中
唐
・
白
居
易
「
酬
一
皇
甫
十
早
春
対
レ
雪
見
＞
贈
」
、
『
白
氏
文
集
』
巻
六
十
七
）
、
「
寒
花
競
雪
満
二
山
腰
ー
着
レ
柳
泳
珠
満
二
碧
條
ー
天
色
漸
明
回
一
望
、
玉
塵
随
レ
馬
度
二
藍
橋
」
（
中
唐
・
元
積
「
西
帰
絶
句
十
二
首
」
其
十
二
、
『
元
氏
長
慶
集
』
巻
十
九
）
な
ど
が
存
す
る
。
(
7
)
⑪
の
歌
は
、
天
武
天
皇
の
賜
歌
「
我
が
里
に
大
雪
降
れ
り
大
原
の
古
り
に
し
里
に
降
ら
ま
く
は
後
」
（
巻
二
・
1
0三
）
に
和
え
た
歌
で
あ
り
、
賜
歌
の
「
大
雪
」
に
対
し
て
「
雪
の
く
だ
け
」
と
応
ず
る
な
ど
、
藤
原
夫
人
の
戯
れ
の
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
一
般
に
解
さ
れ
る
。
「
雪
の
く
だ
け
L
の
比
喩
で
あ
る
「
塵
L
の
表
記
は
、
そ
の
戯
れ
を
反
映
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
(
8
)
「
少
歴
木
」
は
、
桂
本
、
元
暦
校
本
、
紀
州
本
な
ど
の
次
点
本
が
「
ワ
カ
ク
ヌ
ギ
L
と
訓
ん
だ
の
を
、
仙
覚
『
萬
葉
集
註
釈
』
が
「
シ
バ
L
に
改
め
、
西
本
願
寺
本
以
下
の
新
点
本
、
お
よ
び
、
賀
茂
真
淵
『
萬
葉
考
』
以
降
の
諸
注
が
「
シ
バ
」
と
訓
む
。
「
歴
木
」
は
、
く
ぬ
ぎ
の
意
。
天
治
本
『
新
撰
字
鏡
』
（
巻
七
）
に
、
「
樫
、
（
中
略
）
久
奴
木
也
」
と
あ
り
、
ま
た
、
『
日
本
書
紀
』
古
訓
点
に
は
、
「
当
二
荒
陵
松
林
ク
ヌ
キ
之
南
道
↓
忽
生
二
両
歴
木
↓
挟
レ
路
末
合
」
（
仁
徳
天
皇
五
十
八
年
五
月
、
前
田
家
蔵
ク
ヌ
キ
本
）
、
「
妥
天
皇
問
之
曰
、
是
何
樹
也
。
有
こ
老
夫
ー
曰
、
是
木
者
歴
木
也
」
（
景
行
天
皇
十
八
年
七
月
、
北
野
本
）
の
よ
う
に
「
ク
ヌ
ギ
」
の
訓
の
付
さ
れ
る
例
が
見
え
る
。
「
少
歴
木
」
の
表
記
は
他
に
例
を
見
出
し
難
い
が
、
「
住
吉
の
出
見
の
浜
の
シ
パ
ナ
カ
リ
ソ
ネ
柴
莫
苅
曽
尼
」
（
巻
七
．
―
二
七
四
、
柿
本
人
麻
呂
歌
集
）
の
類
句
に
鑑
み
て
、
「
少
歴
木
」
は
、
小
さ
な
く
ぬ
ぎ
の
よ
う
な
木
、
の
意
で
柴
を
解
説
的
に
表
記
し
た
義
訓
と
捉
え
、
「
シ
バ
」
と
訓
む
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
(
9
)
さ
ら
に
、
「
脊
」
に
は
、
「
初
璽
草
緑
錮
t
一
新
浦
含
二
紫
茸
一
海
鵡
戯
二
春
岸
↓
天
雛
弄
二
和
風
↓
撫
レ
化
心
無
』
厭
、
覧
レ
物
脊
禰
重
」
（
宋
・
謝
霊
運
「
於
二
南
山
在
i
-
―
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お
く
だ
と
し
ひ
ろ
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
北
山
丘
竺
湖
中
l
瞳
眺
一
首
」
、
『
文
選
』
巻
二
十
二
）
の
よ
う
な
用
法
も
見
え
る
。
謝
霊
運
の
詩
の
「
脊
」
は
、
李
善
注
に
「
脊
、
猶
レ
恋
也
L
と
あ
る
よ
う
に
、
属
目
す
る
対
象
へ
の
愛
し
み
の
心
情
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
脊
」
も
、
対
象
を
視
覚
に
よ
っ
て
焦
点
化
す
る
行
為
と
対
象
に
引
か
れ
る
心
情
と
を
と
も
に
表
し
て
お
り
、
そ
の
点
で
「
魏
鵡
賦
」
「
七
命
八
首
」
の
「
脊
」
の
用
法
と
連
続
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
付
記
本
稿
は
、
筑
波
大
学
国
語
国
文
学
会
第
二
十
一
回
大
会
（
平
成
九
年
九
月
二
十
七
日
）
で
の
研
究
発
表
を
骨
子
と
す
る
。
席
上
な
ら
び
に
発
表
後
、
北
原
保
雄
先
生
、
犬
井
善
壽
先
生
、
三
田
誠
司
氏
よ
り
、
種
々
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
稿
を
成
す
に
際
し
て
、
終
始
、
芳
賀
紀
雄
先
生
の
御
指
導
を
賜
っ
た
。
末
尾
な
が
ら
、
こ
こ
に
記
し
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
文
芸
・
言
語
研
究
科
日
本
文
学
）
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